女性 の 権利 プロ グラ ム (APC) 、 ヘ イト を ハッ ク す る 


APC( 進歩 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン 協 会) の プロ ジェ クト 、the Women's RightsProgramme が 発行 し て いる オン ライ ンジ ャ ー ナ 
ル の 6 月 最新 号 が ヘイ トス ピー チ を 特集 し て いま す 。 今回 は 、 こ の 特集 記事 を 中 心 に 紹介 し ます 。 以下 は この 特集 に あたっ 
て の 巻頭 言 で す 。 


「 こ の 16 年 間 、 少 数 派 と みな され る グル ー プ や 、 政 治 的 ・ 社 会 的 ・ 文 化 的 に 標的 と され る 人 々 に 対す る 、 宗 教 に 基づく へ 
イト スピ ー チ が オン ライ ン で 増加 し て いる の を 目の当たり に し て きま し た 。 宗教 に 基づく へ イト スピ ー チ で は 、 マ イノ リ 
ティ と みな され る 宗教 だ け で な く 、 上 自ら を マジ ョ リティ と みな す 宗 教 の 価値 観 や 規範 に 「 違 反する 」 と みな され る 他 の アイ 
デン ティ ティ も 、 へ イト スピ ー チ の 対象 と な り ま す 。 そ の へ イト スピーチ は 、 多 く の 場 合 、 暴 力 や 破壊 を も た ら す こと さえ 
あり ます 。 


し か し 、 宗 教 に 基づく へ ヘイ トス ピー チ は 新しい 現象 な の で し ょ うか 。 い いえ 、 イ ンタ ーネット が 登場 する 以前 か ら 起 こっ て 
いま す 。 それは 時 間 、 場 所 、 行 為 者 を 経て 長い 軌跡 を た どり ます 。 こ れ ま で も あり まし た が 、 あ る 時 期 に な る と エス カレ ー 
ト す る の で す 。 


今 こ の 瞬間 も 、 政 誰 や テク ノロ ジー 企業 は へ イト スピ ー チ に 対処 せ ず 、 む し ろ ヘ へ イト スピ ー チ が も た ら す 暴言 、 暴 力 、 注 目 
か ら 政 治 的 、 経 済 的 に 利益 を 得 て い る の で す 。 こ の よう な 状況 の 中 で 、 人 々 、 特 に 女性 や LGBTIO+ の 人 々 は 、 自 ら ヘ イト を 
ハッ キン グ す る た め の 対応 や 方 法 を 進化 させ て きま し た 。 今回 の GenderIT. org で は 、 愛 、 Se 思い や り 、 反撃 、 沈 
( 半 SN 私 た ち が ど の よう に へ イト を ハッ ク し て いる の か 、 ポ ッ ド キャ スト 、 分 析 、 イ ラス ト な ど 様 々 な 形 で 探求 
し て い e 市 
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女性 の 権利 プロ グラ ム (APC) 、 ヘ イト を ハッ ク す る 


APC 関 連 文書 

https : //wWww. ]ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/215 

ハッ キン グ ・ ヘ イト : 抵抗 と 運動 の 集団 的 ナラ ティ ブ の 構築 
デジ タル 空間 に お ける 商品 と し て の 女性 嫌悪 


私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 す る 


ヘイ ト と ヘイ トス ピー チ を 理解 する : 女性 や その 他 の 抑圧 され た グル ー プ に と っ て 、 ヘ イト は 何 を 意味 する の か ? 
https : //www. ]ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/205 


Ps、 
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APC 関 連 文書 ( 続 ) 
6 月 17、18 日 、APC、「 ヘ へ ヘイ トス ピー チ と 閣 う 国際 デー」 キ ャ ン ペ ー ン を 実施 
https : //Www. ]ca.apc.OTg/]ca-net/]a/node/199 


(ソー シャ ル メ ディ アキ ギ キット) オン ライ ン で の ヘイ トス ピー チ に 挑 む 
https : //Www. ]ca.apC.Org/]ca-net/]a/node/198 


アジ ア に お ける オン ライ ン で の 宗教 と 表現 の 自由 の 侵害 と へ ヘイ トス ピー チ に 挑む 
https : //Www . ]ca.apc . Org/]ca-net/]a/node/213 


抵 白 の イン フラ と し て の コミ ュ ニ ディ ・ ネ ットワーク 』 デ クノ ソノ ロジー 作り と コネ クティ ビデ ティ に お ける 女性 と コミ ュ ニ ディ の ニー ズ の 再 中 
心 化 


https : //Www. ]ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/212 


HEDONE E-ZINE: 快楽 の 充填 
https : //Www. ]ca.apC.Org/]ca-net/]a/node/211 


ブラ ッ ク ア フリ カン ・ ウ ー マ ン は 、 デ ジタル ・ フ ェ ミ ニズム に よっ て 、 最 終 的 に シス テム を ハッ ク す る こと が で きる の か ? 
https : //Www . ]ca.apc . Org/]ca-net/]a/node/2160 
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APC 関 連 文 書 ( 続 ) 
塔 に つい て 
https : //Www. ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/208 


拭 抗 の イン フラ : 世界 危機 を ハッ ク す る ヨコ ミュニティ ・ ネ ットワーク 
https: //Www. Ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/207 


イン ター ネッ ト に お ける フェ ミニ スト 原則 
https : //Www. ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/113 


ヒジ ャ ブ を 着用 し た イス ラム 教徒 の 女性 学生 を 標的 と し 、 排 除 す る こと に 対す る フェ ミニ スト 、 民 主 主義 的 な 組織 お よび 個人 に よる 声明 
https : //Www. ca.apc.Org/]ca-net/]a/node/175 
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ハッ キン グ ・ ヘ イト : 抵抗 と 運動 の 集団 的 ナラ ティ ブ の 構築 誤 2 
2022 年 6 月 17 日 ] 更 
ディ タ ・ カ トウ ゥ ラー ニ (Phyta Caturani ) 
イン ド ネ シア の 人 権 と 女性 の 権利 の 活動 家 
EngageMedia で プロ ジェ クト ・ コ ー デ ィ ネ ー タ 


・ ソー シャ ル メ ディ ア は 、 女 性 や 社会 か ら 疎 外さ れ た グル ー プ の 人 々 が 
生息 し 、 自 己 表現 、 組 織 化 、 物 語 の 促進 、 そ し て 世界 中 の 運動 の 動員 
の た め に 利用 する 空間 と な っ て いる 。 


・ 他方 で 、 ネ ッ ト は 、 平 等 、 民 主 的 で 、 一 人 ひと り が 自由 か つ 安 全 に 異論 を 唱え る こと も 含め て 自己 表現 で きる 、 新 し 
いい オルタナティブ な 場所 に は な っ て いな い 。 

・ イン ター ネッ ト は 、 さ ま ざ ま な 暴力 の 巣窟 に な っ て いる 。 そ し て 、 デ ジタル 技術 の 働き に より 、 こ うし た 暴力 は し ば 
し ば 助長 され 、 保 護 さ れ 、 広 く 浸 透 し 、 最 後に は 常態 化す る 。 

・ この 16 年 間 で 、 少 数 派 と みな され る グル ー プ や 、 政 治 的 、 社 会 的 、 文化 的 に 標的 と され て いる 人 々 に 対す る 、 宗 教 に 
基づく ヘイ トス ピー チ が オン ライ ン で 増加 し て いる 。 

・ マイ ノリ ティ と みな され る 宗教 だ け で な く 、 自 ら を マジ ョ リティ と みな す 宗 教 の 価値 観 や 規範 に 「 違 反する 」 と みな 
され る 他 の アイ デン ティ ティ も 、 へ ヘイ トス ピー チ の ター ゲッ ト に され る 。 


Ps、 
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N ョ = | 本 ee ヽ ーー 
ハッ キン グ ・ ヘ イト 抵抗 と 運動 の 集団 的 ナラ ティ ブ の 構築 ( 続 ) 
へ イト スピ ー チ と は 、 
「 宗 教 や 政治 的 信条 、 人 種 、 カ ー ス ト 、 ジ ェ ン ダー、 セ クシ ュ ア リティ 、 民 族 的 背景 な どの 社会 的 アイ デン ティ ティ に 基づい て 人 々 
を 否定 し 、 貯 め 、 軽 蔵 す る よう に 計算 され た も の で あり 、 し ば し ば 力 や 感情 を 込め て 伝え られ 、 そ の 相手 が 「 他 者 」 と し て 構築 され 
て お り 、 そ の 背後 に 組織 化 や 憎悪 が 長い 歴史 と し て 存在 し て いる も の 」 CV。Geetha 博士 ) 


・ 宗教 に 基づく へ イト スピ ー チ は 、 権 力 を 持つ 人 々 や 権力 者 に と っ て 、 権 力 を 強化 し 、 他 の 政治 的 課題 を 達成 する た め の 手 段 で あ 
り 、 こ れ は し ば し ば 普通 の 人 々 に 影響 を 与え 、 さ ら に その 人 々 や 社会 の 中 で 内 面 化 さ れ 、 常 態 化 され る 。 


・ 非 暴 力 的 な メッ セー ジ の よう に 見 える パッ ケー ジ で あっ た と し て も 、 こ れ ま で 見 て きた よう に 暴力 を 誘発 する こと が 多く な っ て 
いる 。 


・ 憎悪 や ヘ へ イト スピーチ の 広がり は 、 政 治 的 、 文 化 的 、 宗 教 的 な 嘘 、 誤 報 、 偽 情報 に 基づく プロ パガン ダ か ら 始 まる こと が 多い 。 


・ 宗教 に 基づく へ イト スピ ー チ の 文脈 で は 、 狭 い 解 釈 、 あ る い は 意図 的 な 誤っ た 解釈 の 教え に 由来 する 道徳 に 基づい て いる 。 っ 
人 々 や コミ ュ ニ ティ に よっ て 異な る 意味 を 持つ 可能 性 が ある 。 


・ 。 それ ぞ れ の 場所 の 政治 的 、 社 会 的 、 文 化 的 、 宗 教 的 状況 に 応じ て 極め て 文脈 依存 的 で あり 、 そ の 表現 方 法 も また 様々 。 そ の た め 
、 抑 圧 さ れ た マイ ノリ ティ の 間 で も 、 そ れ を 受け 取っ た 人 々 へ の 影響 は 異な る 。 


・ 。 イ ンタ ーネット は 宗教 に 基づく へ イト スピ ー チ の 原因 で は な い が 、 間 違い な く こ れ を 促進 し 悪化 させ て いる 。 
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ハッ キン グ ・ ヘ イト 抵抗 と 運動 の 集団 的 ナラ ティ ブ の 構築 ( 続 ) 


・ 。 フェ ミニ スト と し て 私 た ち は 、 特 に 抑圧 的 な 国 に お いて 、 自 己 表 現 や 反対 意見 を 表明 する 際 に 人 々 を 守る た め の 重 要 な 戦 
略 と し て 匿名 性 を 提唱 する が 、 こ れ が へ イト スピ ー チ を 広め る ツー ル と し て 、 ま た 当局 が 加害 者 に 対処 し な いた め の 口 実 
と し て 使わ れ て きた こと も 認め ざる を 得 な い 。 


・ オンライン 商業 プラ ッ ト フ ォ ー ム が へ イト スピ ー チ の 便利 な 温床 に な っ て いる の を 目の当たり に し て いる 一 方 で 、 私 た ち 
は さら に 彼ら に つい て 検証 する 必要 が ある 。 
・ 。 すべ て の オン ライ ン 商 業 プ ラッ ト フ ォ ー ム を 支え る テッ ク 企 業 は 、 ヘ へ ヘイ トス ピー チ と 闘う と いう 公言 や 主張 に も か か わら 


ず 、 その アル ゴリ ズム と いう 武器 で 、 意 図 的 に ヘイ トス ピー チ の 増幅 器 と な る 空間 を 提供 し て きた 。 そ れ は 、 彼 ら が 直 
接 ・ 間 接 的 に そこ か ら 利 潤 を 得 て い る か ら だ 。 


- へ イト スピ ー チ の 投稿 は 、 広 告 に よる 利益 を 生み 出す た め に 利用 で きる エン ゲー ジメント 数 を 多く 集め 、 ヘ へ ヘイ トス 
ビー チ の よう な コン テン ツ に 対す る 私 た ちの 感情 や 反応 、 そ れ に よっ て 引き 起こ され る トラ ウマ を 収益 化す る こと 
が で きる 。 
・。 ヘイ ト と ヘイ トス ピー チ の 影響 は 現実 的 で 、 非 常に 深刻 な も の だ 。 ど この 国 で も 、 抑 圧 さ れ た グル ー プ は 自分 た ちの 手 で 
問題 を 解決 し な けれ ば な ら な い 。 へ イト スピ ー チ の 影響 に 対処 し 、 対 応 策 を 練り 、 自 分 た ちの 物語 や 運動 を 構築 し な けれ 
ば な ら な い 。 
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デジ タル 空間 に お ける 商品 と し て の 女性 嫌悪 

2022 年 3 月 日 

セリ ー ン ・ リ ム Serene Lim 

フェ ミニ スト 活動 家 、 作 家 、 弁 護 士 。 ク アラ ルン プー ル 在 住 。 

- ジ タル 空間 に は 、 シ ス 女 性 [性 自認 と 生物 学 的 性 が 一 致し て いる 女性 ]、 ト 
ッ ス ・ ピ ー プ ル 、 ク ィ ア 、 ジ ェ ン ダー に 適合 し な い 人 々 に 対す る ジェ ンダ ー 

に 基づく 暴力 の 拡散 を 助長 する 側面 も ある 。 


・ 暴力 は 、 SMS 、 zoom 、 Tetegram 、 Facebook 、 そ し て Tik Tok や 
Clubhouse と いっ た 新しく 登場 し た プラ ッ ト フ ォ ー ム な ど 、 さ ま ざ ま な プ 
ラッ ト フ ォ ー ム で 顕在 化 


・ 市 場 の 自由 放任 主義 的 アプ ロー チ : 政 や メデ ィ ア コン グロ マリ ッ ト と いっ た 従来 の 組織 が 保持 し て いた 権力 を 崩壊 させ 
た 。 


・ Facebook や Googte の よう な 多国 籍 デジ タル 企業 や 、 ア ジア の Grab の よう な スー パー アプ リ は 、 銀 行 、 広 告 、 家 庭 、 
ニュ ー ス 、 自 動車 な ど 、 さ ま ざ ま な 分 野 で その カカ を ます ます 強め て き て いる 。 っ Shoshana Zuboff が 「 監 視 資本 主義 」 と 
呼ぶ も の を 出現 させ た 。 こ れ は 「 人 間 の 経験 の あら ゆる 側面 を 行動 デー タ に 変換 する た め の 無 料 の 原 料 で ある と し て 主 吾 
し 、 人 間 の 将来 の 行動 を 予測 し 、 人 間 を 自動 化す る こと を 究極 の 目的 と する シス テム 」 で ある 。 


Ps、 


デ 
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テ ジ タ ル 空 間 に お ける 商品 と し て の 女性 嫌悪 ( 続 ) 
・ 人 人間 の 体験 や つなが り が 商業 的 な 目的 の た め の 手 段 と な っ て いる 。 
\ 


* Faeebeook の アル ゴリ ズム は ほ 、 そ れ が か わい い 也 大 の 計 一 ム で ある うと トラ ンス コミ ュ ニ ディ に 対す る へ イト スピ ー デ で あみ あ 
ろう と 、 喜 び や 慎 り と いっ た 強い 反応 を 引き 起こ す コ ン テ ン ツ を 強調 する よう に 設計 され て いる 。 


\ 
・ これら の アル ゴリ ズム は 、 情 報 、 コ ン テ ン ツ 、 ニ ュー ス が どの よう に 再 構成 、 再 構築 、 埋 没 、 増 幅 さ れる か を 決定 する 。 


・ 階級 、 ジ ェ ン ダー、 性 的 指向 、 エ スニ シテ ィ ー、 宗 教 、 身 体 的 能力 な ど が 、 デ ジタル 空間 に アク セス する 能力 や 、 こ れ ら 
の 空間 に お ける 関わ り の 質 を いま だ に 規定 し て いる [5] 。 こ の よう な スペ ー ス に お ける コン テン ツ 世 代 に 対す る 自由 放任 の 
アプ ロー チ は 、 常 に 、 企 業 が 、 差 別 を な くし 表現 の 自由 に 対す る 真 に 平等 な 権利 の た め の 安 全 な スペ ー ス を 確保 する た め 
の 責任 や 義務 を 人 負わ な いと いう つこ と を 意味 し て いる 。 


「 私 た ちの 好き 嫌い は 常に 追跡 、 分 析 、 予 測 さ れ て いる が 、 こ れ ら の デー タ は 私 た ちの 生活 や 社会 の 複雑 さや 流動 性 を 完全 に 表 
し て いる わけ で は な い 。 こ れ ら の デー タ は 、 そ こ に ある 行動 デー タ を 掘り 起こす た め に 設計 され て お り 、 決 し て 現状 や 規範 に 挑 
戦 す る た め の も の で は な い 。 私 た ち は 強 引 に 枠 に は め 込 まれ 、 機 械 が 予測 する 私 た ちの 行動 に 適合 する 内 容 を 提示 され る 。 そ の 
結果 、 女 性 差別 と 、 何 世紀 に も わた っ て 資本 主義 市 場 に 貢献 し て きた ふし だ ら な 辱め の 文化 が 強化 され 、 正 当 化 され る こと に な 
る 。 そ れ は 、 ジ ェ ン ダー 平等 と すべ て の 人 の た め の 自 由 へ の 平等 な アク セス を 犠牲 に し て 行わ れ て いる 。 企業 が 自社 の アル ゴリ 
ズム や 利潤 の モデ ル を 見 直す 経済 的 イン セン ティ ブ は 、 相 変わ ら ず ほとん ど な い 。」 
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デジ タル 空間 に お ける 商品 と し て の 女性 嫌悪 ( 続 ) 


・ オン ライ ン に お ける ジェ ンダ ー に 其 づ く 暴 力 に 対抗 する た め の ソ リソー シャル メデ ィ ア 企業 の 既存 の メカ ニズム は 、 特 に 
南半球 の 女性 や クィ ア の 人 々 に と っ て は 、 ま だ 十分 と は いえ な い 。 


・ し か し 、 プ ラッ ト フ ォ ー ム に 抵抗 し た り 、 デ ジタル 空間 か ら 遠 ざか っ た りす る こと は 、 も は や 私 た ちの 多く に と っ て 実 
行 可能 な 選択 肢 で は な い 。 


「 オ ン ラ イン の ジェ ンダ ー に 基づく 暴力 と 闘う た め の 私 た ちの 努力 は 、 私 た ち は 操 り 人 形 で は な く 、 操 り 人 形 師 を 追い 詰 
る 必要 が ある と いう 認識 か ら 始 まり る 。 注目 と デー タ の 商品 化 と いう 問題 に 取り 組ま な い 限 り 、 そ し て 取り 組む まで は 、 い 
くら 技術 的 な 修正 を 行っ て も 核心 的 な 問題 に は 対処 で き な い だ ろう 。」 


「 最 も 重要 な 議論 は 、 Facebook や Googte 、 そ し て これ ら 巨 大 な デジ タル 企業 すべ て を 排除 し 、 現 在 の デー タ 駆 動 型 の 利潤 モ 
デル を 変革 する こと が で きる の か どう つか と いう こと で す 。 こ の 問い に 対す る 私 の 答え は 、 フ ェ ミ ニス ト ・ イ ンタ ーネット を 
想像 する こと か ら 始 め る と いう こと だ 。」 


"本 当 に 包括 的 で 多様 で 平等 な 世界 の た め に 、 自 分 自身 と 自分 の コミ ュ ニ ティ の た め に どの よう な こと を 構想 で きる だ ろう 
か ? 山 
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私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 す る 


表現 の 自由 、 特 に 性 自認 と 性 的 指向 に 関す る 自由 は 、 い まだ に 複数 
の グル ー プ に よっ て 拒否 され て いる 。 


Raiz Rizqy and Yulia PDwi Andriyanti 
2622 年 3 月 22 日 


多様 な 民族 と 文化 を 持つ イン ド ネ シア は 、 独立 以前 か ら ジ ェ ン ダー 
の 多様 性 を 誠 歌 し て きた 。 こ の こと は 、 ブ ギ ス 族 the Bugis 〈 南 ス 
ラウ ェ シ 州 ) の 伝 続 に 5 つの 性 別 が 存在 する : マ クン ライ 
Makunrai (女性 ) 、 オ ロア ン Oroane ( 男性 ) 、 カ ラバ イ Cat1abai 
( 女性 の 魂 を 持つ 男性 ) 、 カ ララ イ Catatai ( 男性 の 魂 を 持つ 女 
性 ) 、 ビ ス Bissu( 古代 ブギ ス の 宗教 儀式 の リー ダー ) 


・ 表現 の 自由 、 特 に 性 自認 と 性 的 指向 に 関す る 自由 は 、 い まだ に 複数 の グル ー プ に よっ て 拒否 され て いる 。 

・ 1993 年 まで は レズ ビア ン 、 ゲ イ 、 バ イセ クシ ャ ル は 精神 障害 に 分 類 さ れ て いた 。 そ れ 以 後 は この 分 類 は 廃止 

。 レズ ビア ン 、 ゲ イ 、 バ パイ セクシャル 、 ト ラン スジ ェ ン ダー、 イ ンタ ー セ ックス 、 ク ィ ア (LGBTIO ) の 人 々 は 市 民 と し て の 権 
利 を 求め て の 闘い は 続く 。 

・ トラ ンス ジェ ンダ ー や クィ ア の 人 々 の 存在 は 、「 普 通 の 」 人 間 と し て の 生活 秩序 を 脅かす も の と 考え られ て いる 。 家父 長 制 
文化 や ヘテロ 規範 的 な 生き 方 の 影響 に より 、 ト ラン ス や クィ ア で ある と 認識 する 人 々 は 、 社 会 シス テム か ら 、 そ し て 社会 シ 
ステ ム に よっ て 排除 され る 。 

・ イン ド ネ シア の 文化 や 伝統 の 中 に ジェ ンダ ー の 多様 性 が 組み 込ま れ て きた の に 、 そ の 多様 性 が 「 西 洋文 化 」 から も た ら 
る と いう 逆転 現象 が 起 っ て いる 。 
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私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 する ( 続 ) 
同性 婚 や LGBT に つい て 
・ 宗教 大 臣 : 宗教 家 が 多い イン ド ネ シア で は 同性 婚 は 受け 入れ られ な い 。 


・ 。 MUI ( Majeltis Ulama Indonesia また は Islamic Utama Councit ) : 同性 婚 は 1974 年 1 月 1 日 付 の 婚 燥 法 に 違反 し 、 宗 
教 上 も 禁止 され て いる た め 不 可能 で ある 。 


・ 防衛 大 臣 : 「LGBT は 代理 戦争 の 一 環 」 と 宣言 。 


・ 研究 ・ テ クノ ロジ ー 担 当 大 臣 : LGBT を キャ ン パ ス か ら 追 放 。 イ ンド ネシア の 様々 な 大 学 が 、 様 々 な 公式 宣言 や 反 LGBT 
を テー マ に し た セミ ナー を 通じ て 、 LGBT を 拒絶 。 


・ 行政 改革 担当 大 臣 : LGBT が 国家 公務 員 に な る こと は 適切 で は な い 、 LGBT に 比べ れ ば 一 夫 多 吾 制 の 男性 は 許容 され 、 自 
然 な こと と 発言 。 


な ど 大 臣 、 議 会 、 市 長 に 至る まで 、 公 職 に ある 者 た ち が 様 々 な メデ ィ ア で 総 続 的 に へ イト スピ ー チ を 発信 。 
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私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 す る 〈( 続 ) 
電子 メデ ィ ア や ソー シャ ル メ ディ ア に よる ヘイ ト の 加速 化 。 
* 。 LGBT に 対す る 拒否 感 を 表明 し 、 LGBT コミ ュ ニ ティ に 関す る 情報 へ の アク セス を 制限 。 


・ 。 イン ド ネ シア 放送 委員 会 と イン ド ネ シア 児童 保護 委員 会 は 、 子 ども や 若者 が 「 LGBT の 行動 」 を 真似 た り 正 当 化 し た り し 
な いよ う 、 コ ン テ ン ツブ ロッ キン グ を 通じ て テレ ビ や ラジ オ で LGBT に 関す る プロ モー ショ ン と みな され る も の を 禁止 。 


・ 国連 や 外国 の ドナ ー 機 関 が LGBT に 関す る キャ ン ペ ー ン や プロ モー ショ ン を 奨励 し た と し て 、 資 金 援助 を 停止 。 


・ 。 イン ター ネッ ト 上 で LGBT の 運動 を 促進 する よう な 情報 を 公開 する こと も 阻止 。 通 信 情 報 省 は 「 イ ンタ ーネット 上 の LGBT 
プロ パガン ダ 」 の 拡散 を 防ぐ た め 、 LGBT を コン テン ツ と する 様々 な アプ リケーション や サイ ト を 定期 的 に ブロ ッ ク 。 


・ ジョ グ ジ ャ カ ル タ の トラ ンス ジェ ンダ ー・ イ スラ ム 寄 宿 学 校 の 暴力 的 な 強制 閉鎖 。 


く の ト ラシン スン シェ ンタ ダー の 人 た ち は 、 自 分 の 表現 を 社会 か ら 「 普 EMI PTP 
例え ば 、 多 く の ト ラン ス 女 性 が 髪 を 短く 切り 、 "男性 用 "の 服 を 着る 。 ト ラン ス 男 性 も 同じ よう ヒジ ャ ブ を 被り 、「 女 
性 用 」 の 服 を 着る よう に な っ た 。 
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0 202 癒し 、 抵 抗 す qbukatabuLorg 


ーー ニニ BERANDA BUKA KONTEN マ BUKA LAYAR マ 
抵抗 と 反撃 の 試み 


Qbukatabu[ https : //qbukatabu.org/] が 誕生 : フェ 
ミニ スト や クィ ア の 視点 を 持っ た 情報 や サー ビス へ 
の アク セス は 、 オ ン ラ イン 空間 で も 可能 で ある べき 
ye 


「 闘 う 人 々 の 旅 に 潜り 込む 」 と 題し た Archive of 

Emotions Coltection batch 2 に お いて 、 LBT 団体 
に アー カイ ブ を 共有 し て も らい 、 デ ジタル 化し て 短 
い 記 事 と し て 掲載 する こと を 提案 。 

* 国家 が LGBT コミ ュ ニ ティ に 対し て どの よう な 


暴力 を 振る っ て いる か を 示す 様々 な 経験 を 文 
書 化 する 。 


ドン ター 人 や の フュ アル アイ デン ディ ャ 
ティ の た め に 経験 し た へ イト スピ ー チ の 影響 
か ら 癒 され る た め の メ ディ ア を 模索 。 


女性 の 権利 プロ グラ ム (APC) 、 ヘ イト を ハッ ク す る 


私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 す る ( 続 ) 
エモ ーション アー カイ ブス コレ クシ ョ ン #2 抵抗 する 者 の 旅 「 昇る 朝日 と と も に 。 赤く 了 咲き 、 ジ ャ スミ ニン を 咲か せ 
路 に 迫る 友よ 、 よ く ぞ 来 て くれ た 、 元 気 で いて くれ 。 


by ユリ ア ・ ド ウィ ・ ア ンド リヤ ン テ ィ 、 _ に 
海 の 中 の 再 環 の 山 の よ うに 、 波 の 中 で も 強く あれ 
2919 年 3 月 11 日 ( 木 


= 7 ーー 一生 っ) 和 Q ハ 王 こ 》 守っ 
人 正 を 到 化し 、 生 活 を 人 間 的 価値 か ら 連 ざけ る さま ざま な 権力 生 人 に 対す る 且 ラジ ュ ラ ジュ 、 私 た ちの 毅 ラ ジュ ラジ ュ 
開始 し 、 動 員 し 、 そ の 持続 】 維持 する こと に 専念 する 人 々 の 名 称 は た く ュ に ュー 上 
さん あり ます 。 活動 家 、 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー、 被 害 者 支援 者 、 暴 力 の 生存 者 、 私 た ち は 必 ず 夢 の 岸 辺 に た どり 着く 」 
ビア ファ シリ テー ター、 コ ミュ ニテ ィ 動 員 者 、 人 権 侵害 の 証人 や 内 部 告発 者 、 _ ー 、 、 
アー ティ スト 、 思 想 家 、 教 師 、 作 家 、 政 策 立案 者 な ど な ど で す 。 イン ド ネ シア で 性 の 権利 を 求め て 闘う 女性 や トラ ンス ジェ ンダ ー の 
人 た ち も 同 様 で す 。 Qbukatabu は 、 彼 ら の 持つ 日 記 、 詩 、 歌 、 写 真 
平等 な 世界 て と いう ビジ ョ ン を 実現 する 上 で 、 彼 ら は 自分 が 誰 で ある か を 理由 に な ど を 通し て 、 彼 ら の 気持 ち を アー カイ ブ し て いき た いと 考え て い 
し た 田 迫 、 脅 威 、 攻 撃 、 迫 害 を 免れ る こと は で きま せん 。 多く の 場合 、 女 性 や ます 。 そ し て 、 タ ブ マ ニア の た め に それ ら を 共有 し ます 。 よ り 良 い 
トラ ンス ジェ ンダ ー の 人 々 は 、 そ の 人 性 自認 を 他 者 と し て 位置 づけ る シス テム の 人 生 へ の 希望 を 育む こと を 止め な いた め に 。 そ し て これ は 、 ヘ テ 
た め に 、 暴 力 に 対し て より 大 き な 脆 弱 性 を 経験 し ます 。 ま た 、 彼 ら は 性 的 権利 ロロ ・ パ トリ アル ク の 権力 構造 の 中 で 、 彼 ら の 日 々 の 旅 の 一 部 で ある 
の 実現 を 目指 し た 活動 を し て いる た め 、 複 数 の 脆弱 性 を 経験 し こい ます 。 そ れ 感情 を 認識 し 、 認 め 、 認 め る と いう こと で も ある の で す 。 
に 対処 する た め に 、 彼 ら は 日 々 どの よう な 経験 を し て いる の で し ょ うか 。 自 分 
自身 と 社会 の た め に 権利 を 求め て 戦う 彼ら の 闘い は どの よう な も の で し ょ う https : //qbukatabu.org/2019/93/11/kotleksi-arsip-emosi-2- 
か ? 彼 ら は 何 を 感じ て いる の か ? その 気持 ち を どの よう に 伝え て いる の か 。 menyelami-perjalanan-mereka-yang-me 1awan/ 


歌 は 気持 ち を 伝え る ひと つの 手段 で す 。 例 えば 、 ブ キ ド ウゥ リ 刑務 所 の 政治 犯 へ 
の 祈り を 歌っ だ た 「 サ ラー ム ・ ハ ラパン 」。 ゲル ワニ の リー ダー、 ズ バイ ダ ・ ヌ 
ング ジ ク AR さ ん と ムル ティ ニン シ さ ん の 歌 は 、 長 い 間 封印 され て いた 記憶 を 
呼び 起こ し な が ら 、 私 た ち を 口ずさむ よう に 誘っ て くれ ます 。 圧政 の 中 に あっ 
て も 、 希 望 を 育む こと の 大 切 さ に つい て 。 


女性 の 権利 プロ グラ ム (APC) 、 ヘ イト を ハッ ク す る 


私 た ち は 立 ち 上 が り 、 癒 し 、 抵 抗 す る ( 続 ) 


自己 否定 、 轟 迫 、 暴 力 、 汚 名 、 へ イト スピ ー チ 、 差 別 、 処 罰 、 
犯罪 化 は 、 イ ンド ネシア に お いて 多様 な 性 的 指向 、 性 自認 、 性 
別表 現 を 持つ 人 々 が 今 も な お 日 淀 的 に 直面 し て いる 問題 で す 。 
社会 や 国家 は 、 い まだ に 性 に つい て オー プン に 議論 する こと を 
恐れ 、 国 の 規範 や 価値 観 の 名 の 下 に 様々 な 不正 を 許し て いる 。 


オー ドレ ・ ロ ー ド ( 1934-1992 ) は 、 バ バルバドス と カリ アク ー 
か ら の 移民 の 子孫 で 、 黒 人 女性 、 レ ズ ビ アン で あり 、 米 国 で 人 
種差 別 の あっ た 時 代 に 生き 、 人 種差 別 の みな ら ず 、 性 差別 や 同 
性 愛 嫌悪 な どの 不正 義 に 対す る 考え を 詩 で 表現 し て いる 。 1934 
年 に 作ら れ た 詩 の 中 に 、 そ の 抵抗 感 を 表現 し た も の が ある 。 
(「 今 」 と 題 さ れ た 詩 の 翻訳 ) 。 

女性 の カ 

それ は 

ブラ ッ ク パ ワー 

それ は 


コー マン パワー 
それ は 
常に 感じ て いる こと 
心臓 の 鼓動 

私 の 目 が 開く と き 
私 の 手 が 動く と き 
私 の 口 が 話す と き 
これ が 私 と いう 人 間 だ 


ARE YOU Ready 


改め て 、 ホ モ フ ォ ビア 、 バ イフ ォ ビ ア 、 ト ラン ス フ ォ ビア に 反対 
する 国際 デー を 祝い 、 記 念 し て 、 タ ブー マニ ア よ り (ED) 


